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福祉用具部会 

 
福祉用具部会の活動項目において、福祉用具を含む介護（福祉）関連

知識を得、ステップアップするため、月に１度勉強会、検討会を計画し

ています。 

ゆめ風基金・NPO おおさか行動する障がい者応援センターから、家

具の転倒防止施工の依頼があり検討しました。 

 地震で家具が転倒すれば、下敷き・避難通路の障害となり命をおとす

事もあります。家具・天井・壁の強度構造を考え、取付ネジ穴で家具・

天井・壁に傷をつけないような市販の転倒防止具を選定します。依頼者

の要望を聞いて取付けました。 

家具と天井間のスキマが大きい時は、右のようなふくてっく自作の木

製箱を作りました。                 （古場 道夫） 

 

 

 

 

住宅改修部会 

今年度の改修依頼件数はとうとう２件でおわろうとしています。1999 年から住宅改修部幹事を務め

させて頂いてから、最も少ない件数でした。バリアフリー化された住宅は、まだまだ普及されていると

は言い難いのが現状かと思いますが、件数激減の理由は次の３点かと考えます。 

主な紹介先の「NPO やわらぎ」さんの関わる住宅の改修ニーズが、ほぼ満たされてきたこと。二つ

目は不況により、自己負担の１割が払えない家庭が増えたこと。（大阪市は全国の生活保護者の１０％

を占めます）もう一つは営業（宣伝、アピール）努力が足らなかったこと。 

建設業そのものが、特に昨年秋から大不況に陥り、今年３月において、関西の設計事務所の３割が消

えたそうです。現存する事務所も多くは開店休業状態です。設計物件が激減ということは、今後、新規

工事が発生しないということです。日本の場合、全労働者の１割を占める建設関連業はますます冷え込

み、不況はより深刻になることが予想されます。 

今、政府はいろんな景気対策を打ちたてつつありますが、焼け石に水にしか思えません。 

五木寛之氏の「人間の覚悟」という本に次のようなことが書かれています。 

「戦後 60 年を振り返ってみても、最悪の時代がこれから『来るぞ、来るぞ』ではなく、今『来てしま

った』のです。・・・・・・・歴史を見ればわかるように、時代の流れはそうやって何十年かおきに坂

を上がったり下ったりするものです。全てが移り変わっていくなかで、人は『坂の下の雲』を眺め、谷

底の地獄を見つめなければならない時がある。だから『覚悟』が要るのです。・・・・・・・・・・」 

金持ちがますます富裕になる今までの資本主義は崩壊するでしょう。 

簡単にはできないと思われますが、「共生社会」の実現を望みます。 

つづきは次回の広報に書きます。                         （畑 俊治） 

 




